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14. 泌尿器、生殖器の疾患 (更年期障害を含む) 
文献 

Aoki Y, Ueda K, Tsutani K, et al. The influence of formula Ma-huang-fu-zi-xi-Xin-Tang 
(Mao-bushi-saishin-to; Mbst) on the results of urodynamic studies. Journal of Traditional 
Medicine 2001; 18: 203-9. 医中誌 Web ID: 2002139756  CiNii 

1. 目的 
麻黄附子細辛湯単回投与の尿流量に対する効果 

2. 研究デザイン 
ランダム化比較試験 (cross over)  (RCT- cross over)  

3. セッティング 
名古屋市立大学泌尿器科およびその関連施設 

4. 参加者 
若年男性ボランティア (平均年齢 38.0 歳) 13 名、男性高齢者 (平均年齢 64.5 歳) 6 名 

5. 介入 
Arm 1: 4 週間の休薬期間を挟んで第一コースは小太郎麻黄附子細辛湯 2 カプセル、第

二コースはプラセボ 2 カプセル 
Arm 2: 2 群は逆の順序で投与 

6. 主なアウトカム評価項目  
投与 3 時間後の最大尿流量率、平均尿流量率、voiding efficiency 

7. 主な結果 
薬剤の順序に関係なく 3 時間後の最大尿流量率、平均尿流量率、voiding efficiencyに有

意差はなかった。なお高齢者の麻黄附子細辛湯投与前後の最大尿流量率、平均尿流量

率、voiding efficiencyにも有意差はなかった。 
8. 結論  

麻黄附子細辛湯の一回投与は若年者のみならず高齢者の尿流量に影響を与えないこと

が示唆される。 
9. 漢方的考察 

なし 
10. 論文中の安全性評価 

記載なし 
11. Abstractor のコメント 

男性高齢者では前立腺肥大による排尿障害を有する症例が多く麻黄など ephedrine含有

製剤が症状を悪化することが報告されている。本研究は麻黄附子細辛湯の一回投与で

は高齢者の尿流量に悪影響を与えないと述べている。しかし、本研究は一回投与の結

果であり、通常漢方薬は一定の期間投与する。本剤投与の評価は一定期間投与後の臨

床試験の結果まで保留とする。 
12.Abstractor and date  

岡部哲郎 2007.6.15, 2008.4.1, 2010.6.1 
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